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研究成果の概要（和文）：内外の調査と共同研究により日本現代文学・文化の海外への展開を分析・考察する作
業を通して、本研究は、世界における日本文学・文化の位置付けを行った。複数の事例の精査により、従来は
「日本文化」が「外国」の「他者」へ伝播している、と考えられていたものが、実は世界における新しい文学・
文化現象の生成と関わるものであることが明らかになった。また、ポップ・カルチャーをひとつの主要分析対象
とする本研究により、高級文化対大衆文化という二項対立にいまだ閉じ込められがちな文化理解の中で、ポッ
プ・テクストがこのような二項対立を越境する志向を明確に持っており、その点でも新たな文化の形を提示しつ
つあることが明らかになった。
研究成果の概要（英文）：Through the surveys and collaborative research conducted inside and outside 
Japan, this research has positioned contemporary Japanese literature and culture in the world. 
Focusing on the Japanese pop-texts--- animations which used to get broadcasted worldwidely one after
 another from the 1970s, Manga, Games or other similar media based works, including literature and 
art works that bear a high affinity with these genres --- , the analysis and examinations of the 
cases from Asia, America, and Europe have not just simply deepened the “reception and 
transformation of Japanese Culture,” but clarified the dynamism that sustains the pop-texts by 
pursuing evolution ensuing in global contexts. It became clear that Japanese pop-texts already got 
amply amalgamated with the global culture and keep producing new items. The research also clarified 
that the pop-texts have intention to cross the border between high and mass culture, deconstructing 
the binary opposition. 
研究分野：比較文学
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１．研究開始当初の背景	  
 
インターネットが普及し、世界中の情報が
瞬時に集められるようになった 2010 年代の
社会において、文学・文化テクストの文化間
の移動と変容や展開は従来にない規模で日
常化してきた。アニメやコミック、テレビ番
組やインターネット配信の映像プログラム
など、現在ではサイバー・スペースでのアク
セス抜きには語れない文化事象はもちろん
のこと、文学作品においても「世界文学」が
提唱される一方で電子書籍の普及が進むな
ど、あらゆる文化の領域で世界文化の同時性
が顕著になりつつある状況の中で、日本の現
代文化は、文化のグローバリゼーションの中
のキープレーヤーのひとつとなってきたと
いえよう。同時に、ポップな日本文化が世界
にどのように発信され、何を問いかけてきた
のか、という問題の検証の重要性も高まって
きたといえる。 
研究代表者は、2013 年度まで「近・現代の
他者表象におけるエクゾティシズムの諸相
に関する比較文学的研究」というテーマで研
究を進めており、文学作品が時間や空間を超
えて読み継がれる際の、さまざまなレベルで
テクストの移動/異同と、その流通の鍵として
の「翻訳」についても考察してきた。しかし
ながら、内外の研究者との共同研究を含む研
究を進める中で、日本の文学・文化が異文化
の中でどのように紹介され、受容され、展開
していくか、という点についての、さらなる
研究の蓄積の必要性を強く感じるに至った。
中でも、世界中で受容され、さまざまな文化
に影響を残しながら、本格的な研究のあまり
なされていない（とりわけ、いわゆるハイ・
カルチャーに及ぼした影響が学問的に取り
上げられていない）現代日本文学、ポップ・
カルチャーの世界展開については、国際学会
での学術発表と内外の研究者との議論の中
で、その重要性が指摘された。その際、これ
まで比較的データがとられてきた西ヨーロ
ッパ及び北米地域以外の地域での日本文
学・文化の翻訳・翻案の状況やその影響につ
いては、事例は多くありながら、研究がほと
んどなされていないことも複数の研究者が
指摘した点であった。 
	 そこで、日本のポップ・カルチャーの海外
展開やその受容について研究を進めている
研究者や、東・南ヨーロッパや中東、ロシア
語圏、中国語圏における日本文学・文化の展
開に詳しい研究者たちとの共同研究を展開
する中で、日本現代文学・文化の世界展開に
ついての比較文学的研究を構想するに至っ
た。 
 
２．研究の目的	  
 
「日本現代文学・文化の世界展開の比較文
学的研究―＜ポップ＞なテクストを中心に」
は、現代日本において総合的・越境的な文化
活動として隆盛を見ているポップ・カルチャ
ーの中で生成されたテクスト（マンガやアニ
メといった文化と不可分の文学やポップ・ア
ートなども含むものとし、主として紙媒体の
テクストを扱うものとする）が、どのように
異文化の中で紹介され、翻訳され、また海外
のハイ・カルチャーである文学や映画などに
どのような影響を与えているかを精緻に分
析し、その意味及び意義を、比較文学的視点
から解明することを目的とした。 
 
３．研究の方法	  
 
本研究は、20 世紀後半から現代に至るまで
に出版・発表された一次資料の渉猟と調査、
読解と綿密な分析のもとにおこなわれた。研
究対象とした地域は、主にヨーロッパとロシ
ア語圏であったが、これに中東や中国語圏の
状況調査を加えることによって、研究に比較
文学的な視野の広がりを持たせた。また、海
外の研究協力者とともに調査や共同研究、研
究会やシンポジウムを行うことで、日本文化
の中では「自明」とされたり見過ごされたり
する事象を、異なる文化の視点から再検証す
ることを試みた。 
研究課題としては、 
①テクストの世界展開と翻訳・翻案 
②ポップ・カルチャーの海外文学への影響 
の 2 点を設定し、研究分担者や研究協力者と
の共同研究などのもとに、調査及び分析を行
った。その成果については、国際学会などで
継続的に発表した。 
 
４．研究成果	
	
内外の調査と共同研究に基づいて、日本現
代文学・文化の海外（とりわけ、これまで研
究がなされてこなかった地域）への展開を分
析・考察し、その意味を問う、という作業を
通して、本研究は、世界における日本文学・
文化の位置付けを知ることができた。＜ポッ
プ＞なテクストの海外への展開と、海外の作
品への影響を、複数の事例研究から精査する
ことにより、従来は「日本文化」が「外国」
の「他者」へ伝播している、と考えられてい
たものが、実は世界における新しい文学・文
化現象の生成と関わるものであることが明
らかになった。 
また、ポップ・カルチャーをひとつの主要
分析対象とする本研究は、大衆文化がいわゆ
るハイ・カルチャーに影響を与えるという、
伝統的な流れとは反対の文化的フローを検証
するものであり、高級文化対大衆文化という、
理解の枠組みを問い直すものであった。本研
究を通して、サブ（ロー）／ハイという二項
対立にいまだ閉じ込められがちな文化理解の
中で、ポップ・テクストがこのような二項対
立を越境する志向を明確に持っており、その
点でも新たな文化の形を提示しつつあること
が明らかになった。 
その成果については、国際的な発信と議論
を行うことに注力した。メンバーそれぞれが
多様な媒体で論文や著書を発表することで、
研究成果を世に問うてきたほか、比較文学・
日本研究・アジア研究などの大規模な国際学
会に複数のメンバーでパネルを組んで参加す
るとともに、本科研の主催・共催で、代表者・
分担者・海外研究協力者が成果を持ち寄る国
際ワークショップを国内で1回（ “Japanese 
Pop-Texts in Global Contexts” 2017年12月、於筑
波大学）、海外で3回（国際シンポジウム「翻
訳・翻案と日本文化―テクストの世界展開を
めぐって―」2016年3月、於タシケント国立東
洋学大学、国際シンポジウム「文化の対話と
翻訳・翻案」2018年3月、於タシケント国立東
洋学大学）開催した。 
また、これまでの共同研究の成果をまとめ
た書籍の出版も準備中である。主に研究課題
①に関わる論集（Moments of Modernity（仮題）、
代表者と海外協力者との共編）と、研究課題
②の成果となる代表者・分担者の共編著 
Japanese Pop-Texts in Global Contexts（仮題） 
についての編集作業を進めている。 
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